
     

受

け

取

っ

た

言

葉

 

 
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

は

れ

の

そ

ら

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



 
 

 

人

 

物

 

タ

ク

ト

様

(
2

2
)

大

学

生

・

皇

太

子

 

江

崎

徹

(
6

4
)

大

学

教

授
 

       



〇

日

ノ

本

大

学

・

全

景

 

夏

 

外

観

が

古

び

た

大

学

の

本

講

堂

が

建

っ

て

い

る

。

 

本

講

堂

の

右

側

に

築

年

数

の

新

し

い

第

二

講

堂

が

建

っ

て

い

る

。

 

第

二

講

堂

の

奥

に

、

年

代

物

の

第

三

講

堂

が

建

っ

て

い

る

。

 

ア

ブ

ラ

ゼ

ミ

の

鳴

き

声

が

聞

こ

え

、

た

く

さ

ん

の

学

生

達

が

本

講

堂

・

キ

ャ

ン

パ

ス

内

を

移

動

し

て

い

る

。

キ

ャ

ン

パ

ス

内

の

日

差

し



が

強

く

、

学

生

達

は

早

足

で

近

く

の

講

堂

や

大

学

出

口

に

向

か

う

。

 

 

〇

同

・

駐

車

場

 

本

講

堂

が

裏

手

に

見

え

る

立

地

に

あ

る

駐

車

場

付

近

で

数

名

の

警

備

員

・

近

衛

兵

達

が

待

機

し

た

り

警

ら

を

し

て

い

る

。

 

警

備

員

の

一

人

が

腕

時

計

で

時

間

を

確

認

す

る

。
時

計

に

は
『

1
1

:
3

0

』
に

な

っ

て

い

る

。

 

警

備

員

の

額

か

ら

汗

が

出

て

、

表

情

を

変

え



ず

に

ハ

ン

カ

チ

で

ぬ

ぐ

う

。

 

 

◯

同

・

本

講

堂

入

口

掲

示

板

 

 
 

 

本

講

堂

入

口

付

近

に

大

き

な

掲

示

板

が

あ

り

、

赤

字

で

太

く

『

令

和

1
8

年

度

皇

太

子

タ

ク

ト

様

、

当

学

文

学

部

第

一

文

学

科

に

て

ご

勉

学

中

。

本

日

受

講

日

に

よ

り

、

特

別

体

制

を

取

っ

て

い

る

の

で

、

在

校

生

は

用

の

あ

る

者

以

外

外

出

』

と

記

載

さ

れ

て

い

る

。

 

 



〇

日

ノ

本

大

本

講

堂

３

階

・

教

室

前

廊

下

 

 
 

 
T

シ

ャ

ツ

ジ

ー

ン

ズ

姿

の

タ

ク

ト

様

(

２

２

)

が

ゆ

っ

く

り

し

た

歩

行

で

3

階

奥

に

あ

る

教

室

へ

向

か

う

。

 

 
 

 

手

元

に

は

深

い

茶

の

高

級

カ

バ

ン

が

あ

る

。

 

 
 

 
 

〇

同

・

教

室

内

 

 
 

 

タ

ク

ト

は

教

室

の

ド

ア

を

開

く

。

 

 
 

 

教

室

に

は

江

崎

徹

(
6

6
)

が

床

に

マ

ッ

ト

を

敷

い

て

う

つ

伏

せ

に

な

り

な

が

ら

携

帯

ゲ

ー



ム

機

で

遊

ん

で

お

り

、

側

に

カ

バ

ン

が

置

か

れ

て

い

る

。

 

江

崎

は

ド

ア

の

音

に

反

応

す

る

。

 

江

崎

「

タ

ク

ト

君

、

こ

ん

に

ち

は

っ

！

も

う

少

し

待

 

っ

て

て

。

そ

れ

と

も

、
」

 

 
 

 

と

、

江

崎

は

ビ

ジ

ネ

ス

カ

バ

ン

を

物

色

し

、

も

う

一

台

の

ゲ

ー

ム

機

を

タ

ク

ト

様

へ

見

せ

る

。

 

タ

ク

ト

「

…
…

え

、

え

、

江

崎

教

授

。

僕

は

本

を

」

 

江

崎

「

結

構

イ

ン

ス

ピ

レ

ー

シ

ョ

ン

湧

く

ん

だ

け

 



な

。

わ

か

っ

た

、

ジ

ャ

ン

ジ

ャ

ン

読

ん

じ

ゃ

お

 

う

か

！

」

 

タ

ク

ト

「

あ

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

 

 
 

 

と

、

タ

ク

ト

様

は

カ

バ

ン

か

ら

黄

ば

ん

だ

文

庫

本

を

取

り

出

す

。

本

の

間

に

挿

入

さ

れ

た

黄

色

い

ア

イ

リ

ス

の

押

し

花

の

栞

を

抜

き

取

り

、

読

書

を

始

め

る

。

 

 
 

 

し

ば

ら

く

、

二

人

は

思

い

思

い

の

時

間

を

過

ご

す

。

 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

×
 



 
 

 

江

崎

は

ゲ

ー

ム

機

に

内

蔵

さ

れ

た

時

刻

機

能

か

ら

『
1

2

時

4
5

分

』

に

気

付

き

、

ゲ

ー

ム

を

止

め

る

。

 

江

崎

「

タ

ク

ト

君

」

 
 

タ

ク

ト

「

…
…

」

 

 
 

 

と

、

タ

ク

ト

は

読

書

を

止

め

よ

う

と

す

る

。

 

江

崎

「

い

い

ん

だ

、

そ

の

ま

ま

で

」

 

タ

ク

ト

「

は

、

は

い

」

 

江

崎

「

君

が

私

の

講

義

を

取

っ

て

か

ら

四

か

月

に

な

 

る

の

か

…
…

め

で

た

い

っ

！

笑

い

た

ま

え

！

」

 



 
 

 

と

、

タ

ク

ト

は

読

書

を

止

め

る

。

 

タ

ク

ト
「

ほ

、
本

当

に

、
い

、
い

い

の

で

し

ょ

う

か

？

」

 

江

崎

「

い

い

と

は

…
…

と

は

？

 

タ

ク

ト

「

こ

、

講

義

と

言

い

つ

つ

、

好

き

な

本

を

よ

、

読

む

だ

け

の

…
…

講

義

」

 

江

崎

「

は

っ

は

っ

！

バ

レ

な

き

ゃ

い

い

ん

だ

！

今

は

好

き

な

本

を

読

め

て

る

ん

だ

ろ

？

」

 

タ

ク

ト

「

は

、

は

い

」

 

江

崎

「

な

ら

い

い

」

 

 
 

 

と

、

1
3

時

を

告

げ

る

チ

ャ

イ

ム

が

鳴

る

。

 



江

崎

「

ま

た

お

い

で

」

 

 

〇

日

ノ

本

大

学

・

全

景
 

 

沢

山

の

紅

葉

が

大

学

の

路

面

へ

落

葉

し

て

い

る

。

厚

着

の

学

生

達

が

本

講

堂

・

キ

ャ

ン

パ

ス

内

を

移

動

し

て

い

る

。

 

 

〇

日

ノ

本

大

本

講

堂

３

階

・

教

室

内

 

 
 

 

教

室

内

で

タ

ク

ト

が

古

び

た

本

を

読

み

な

が

ら

、

傍

ら

に

真

新

し

い

文

庫

本

・

ノ

ー

ト

P
C



が

置

か

れ

て

い

る

。

 

 
 

 

タ

ク

ト

は

時

折

、

本

で

読

ん

だ

内

容

を

Ｐ

Ｃ

の

文

書

フ

ァ

イ

ル

に

打

ち

込

ん

で

い

る

。

Ｐ

Ｃ

へ

打

ち

こ

む

前

に

、

秋

桜

の

押

し

花

の

栞

で

本

の

中

に

挟

む

。

 

江

崎

は

携

帯

ゲ

ー

ム

を

し

て

い

る

。

 

 
 

 

江

崎

は

携

帯

ゲ

ー

ム

を

止

め

、

上

着

の

内

ポ

ケ

ッ

ト

か

ら

ス

マ

ホ

を

取

り

出

す

。

 

 
 

 

ス

マ

ホ

の

ホ

ー

ム

画

面

に

は

、『

１

２

：

５

０

 

1
1

月

４

日

(

火

)

』

と

表

記

が

さ

れ

て

い

る

。 



江

崎

「

タ

ク

ト

君

！

」

 

タ

ク

ト

「

え

…
…

も

う

」

 

江

崎

「

あ

っ

は

っ

は

！

夢

中

に

な

っ

て

て

よ

ろ

し

 

い

！

文

献

、

結

構

古

い

や

つ

だ

ね

…
…

」

 

タ

ク

ト

「

こ

、

こ

れ

は

…
…

」

 
 

 

江

崎

「

全

然

構

わ

な

い

よ

。

こ

の

講

義

は

、

課

題

提

 

出

な

い

か

ら

…
…

ま

あ

詩

作

し

た

い

な

ら

私

は

止

 

め

な

い

が

ね

！

」

 

タ

ク

ト

「

…
…

」

 

 
 

 

と

、

タ

ク

ト

は

歯

ぎ

し

り

を

始

め

る

。

 



江

崎

「

文

献

、

見

覚

え

あ

る

よ

。

ア

イ

ツ

の

」

 

タ

ク

ト

「

き

、

教

授

と

同

級

生

の

…
…

父

の

で

す

」

 

江

崎

「

あ

っ

！

前

に

カ

ビ

生

え

て

そ

う

な

黄

ば

ん

だ

 

文

庫

本

持

っ

て

来

て

い

た

け

ど

…
…

そ

れ

も

」

 

タ

ク

ト

「

…
…

」

 

江

崎

「

血

は

争

え

な

い

の

か

な

！

あ

っ

は

っ

は

！

」

 

タ

ク

ト

「

ち

、

違

い

ま

す

っ

！

」

 

 
 

 

と

、

タ

ク

ト

は

取

り

乱

し

て

大

声

を

出

す

。

 

 
 

 

江

崎

は

タ

ク

ト

の

様

子

を

見

て

、

微

笑

む

。

 

 
 

 
1

3

時

を

告

げ

る

チ

ャ

イ

ム

が

鳴

る

。

 



江

崎

「

ま

た

お

い

で

」

 

 
 

〇

日

ノ

本

大

学

・

全

景
 

枯

れ

木

に

雪

が

降

り

積

も

っ

て

い

る

。

大

学

の

路

面

は

歩

行

路

以

外

雪

が

積

も

っ

て

い

る

。

 

少

数

の

防

寒

着

姿

の

生

徒

達

が

路

面

へ

滑

ら

な

い

よ

う

に

、

ゆ

っ

く

り

移

動

し

て

い

る

。 

 

〇

日

ノ

本

学

大

本

講

堂

３

階

・

教

室

内

 



 
 

 

教

室

内

で

タ

ク

ト

が

ノ

ー

ト

ｐ

ｃ

へ

文

書

を

打

ち

込

ん

で

い

る

。

傍

ら

に

置

か

れ

た

文

献

に

は

た

く

さ

ん

の

付

箋

が

貼

ら

れ

て

い

る

。 

 
 

 

山

茶

花

の

押

し

花

の

栞

が

本

の

中

段

に

挟

ま

れ

て

い

る

。

 

 
 

 

江

崎

は

音

量

を

上

げ

て

、

携

帯

ゲ

ー

ム

を

し

て

い

る

。

 

 
 

 

タ

ク

ト

は

何

回

も

首

を

振

っ

て

い

た

が

、

ｐ

ｃ

を

ス

リ

ー

プ

モ

ー

ド

に

し

、

江

崎

の

前

に

向

か

う

。

 



タ

ク

ト

「

き

、

教

授

」

 

江

崎

「

な

ん

だ

い

？

」

 

タ

ク

ト

「

そ

、

そ

の

…
…

げ

、

ゲ

ー

ム

の

」

 

江

崎

「

ご

め

ん

、

声

小

さ

く

て

全

然

わ

か

ら

ん

！

」

 

 
 

 

と

、

江

崎

は

ゲ

ー

ム

機

の

音

量

を

上

げ

る

。

 

タ

ク

ト

「

教

授

！

！

」

 

江

崎
「

声

も

聞

こ

え

な

い

し

…
…

な

ら

問

題

な

い

！

」 

タ

ク

ト

「

あ

、

あ

、

あ

り

ま

す

っ

！

」

 

江

崎
「

だ

か

ら

な

ん

だ

い

？

こ

っ

ち

の

勝

手

だ

ろ

？

」 

タ

ク

ト

「

問

題

し

か

な

い

！

音

を

下

げ

ろ

と

言

っ

る

 



る

ん

だ

！

」

 

 
 

 

と

、

タ

ク

ト

は

江

崎

に

詰

め

寄

り

、

ゲ

ー

ム

機

を

取

り

上

げ

る

。

 

江

崎

「

お

い

、

返

し

た

ま

え

！

」

 

タ

ク

ト

「

僕

の

話

を

聞

け

！

あ

ん

た

の

ゲ

ー

ム

の

音

 

量

が

デ

カ

い

！

同

じ

ゲ

ー

ム

を

何

回

も

何

回

も

何

 

回

も

…
…

と

に

か

く

う

る

い

ん

だ

よ

っ

！

」

 

江

崎

「

そ

れ

は

私

の

趣

味

だ

か

ら

な

あ

！

」

 

タ

ク

ト

「

だ

っ

た

ら

、

悪

趣

味

だ

！

人

の

気

も

知

ら

な

い

く

せ

に

。

馬

鹿

に

し

や

が

っ

て

！

僕

が

ど

も



り

ひ

ど

い

の

知

っ

て

る

だ

ろ

」

 

 
 

 

と

、

江

崎

は

タ

ク

ト

へ

グ

ッ

と

詰

め

寄

り

、

タ

ク

ト

の

耳

元

で

怒

鳴

る

。

 

江

崎

「

そ

ち

ら

こ

そ

、

私

の

専

門

の

一

つ

が

吃

音

の

矯

正

な

の

ご

存

じ

の

は

ず

！

」

 

タ

ク

ト

「

わ

っ

！

」

 

江

崎

「

い

い

声

だ

！

と

こ

ろ

で

、

タ

ク

ト

君

。

今

ど

も

り

な

か

っ

た

だ

ろ

う

？

」

 

タ

ク

ト

「

…
…

」

 

江

崎

「

そ

の

気

持

ち

を

…
…

書

く

ん

だ

。

そ

れ

が

い



い

！

時

間

ま

で

頑

張

る

ん

だ

！

」

 

 

〇

日

ノ

本

大

学

・

全

景
 

 
 

 

桜

が

咲

き

誇

り

、

ス

ー

ツ

姿

・

晴

れ

着

姿

の

学

生

達

が

大

学

の

外

へ

向

か

っ

て

い

く

。

 
 

 
 

 

〇

日

ノ

本

学

大

本

講

堂

３

階

・

教

室

内

 

 
 

 

江

崎

は

携

帯

ゲ

ー

ム

を

傍

ら

に

置

き

、

膨

大

 
 

 

 
 

 

な

資

料

を

元

に

レ

ポ

ー

ト

を

作

成

し

て

い

る

。 

 
 

 

ド

ア

に

ノ

ッ

ク

音

が

聞

こ

え

、

煌

び

や

か

な



服

装

を

し

た

タ

ク

ト

が

入

室

す

る

。

タ

ク

ト

の

右

手

に

少

し

汚

れ

た

カ

バ

ン

を

持

っ

て

い

る

。

 

江

崎

「

ご

卒

業

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

、

タ

ク

ト

 

様

」

 

タ

ク

ト

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

教

授

！

」
 

 
 

 

と

、

タ

ク

ト

は

カ

バ

ン

か

ら

一

冊

の

小

冊

子

を

取

り

出

し

、

江

崎

へ

渡

す

。

 

タ

ク

ト

「

植

物

詩

の

小

冊

子

…
…

自

作

で

す

」

 

江

崎

「

頑

張

っ

た

な

！

！

君

に

は

大

変

無

礼

を

働

い

 



た

よ
…

…

時

代

が

時

代

な

ら

…
…

」

 

タ

ク

ト

「

ゲ

ー

ム

ば

っ

か

の

不

埒

者

で

し

た

ね

…
…

あ

の

時

間

が

な

か

っ

た

ら

…
…

植

物

の

素

晴

ら

し

さ

が

き

っ

と

…
…

わ

か

ら

な

か

っ

た

。

で

は

、
」

 

 
 

 

と

、

江

崎

が

遮

る

よ

う

に

話

す

。

 

江

崎

「

い

っ

て

ら

っ

し

ゃ

い

。

ま

た

お

い

で

」
 

 
 

 
 

 

タ

ク

ト

は

し

ば

ら

く

棒

立

ち

し

、

ハ

ン

カ

チ

 
 

 

 
 

 

で

涙

を

拭

っ

て

い

る

。

鼻

水

垂

れ

流

し

な

が

ら

、

笑

っ

て

い

る

。

 


